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着床具によって再生するサンゴは、その地域の生息種であり、生態系を破壊しません。
●❸ サンゴの移植により、生態系を破壊しません

断片移植では限られた種の断片しか作れませんが、着床具では多くの種が着床するため、  
多様な種苗を作ることができます。

●❷ 多様性に富んだ種苗を作ります

従来の断片移植とは異なり、サンゴを傷つけることなく、サンゴ礁の修復・再生を行います。
●❶ サンゴを傷つけずに種苗移植を行います

赤土流出による
サンゴ礁への被害

オニヒトデの食害

海水温の上昇による
サンゴの白化現象

観光資源としてのサンゴ礁

生物多様性が高く、食料
供給源ともなるサンゴ礁

着床具に着床した
サンゴ種苗

着床具

サンゴを傷つけない
「サンゴ種苗移植技術」を提供いたします。

今、サンゴ礁の修復・再生が求められています。
｢着床具｣によりサンゴを傷つけることなく、修復・再生が可能です。

環境 自然環境の保全・再生・創造

連結式着床具によるサンゴ種苗移植

サンゴ礁の再生と創造
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サンゴ礁の再生・創造の流れ

2001年8月　着床具特許出願(海洋科学技術センター 岡本峰雄研究主幹(当時)ら)
2002年4月　国土環境(株)(現いであ(株))、岡本峰雄助教授(東京海洋大学)と着床具の実用研究開始
2004年3月　着床具特許取得(海洋科学技術センター)。岡本峰雄助教授の特許占有実施権に基づき
                          国土環境(株)(現いであ(株))を含む数社に供給
2004年5月　石西礁湖に着床具移植
2004年6月　沖縄島に着床具設置

【着床具研究開発の経過】

■サンゴ礁への移植■護岸堤への移植

モニタリング
移植後も見守ります

▲着床具を基盤として成育する
移植後1年のサンゴ

▲幼生到達度の高い場所で
産卵期に着床具を設置し採苗

▲着床具ケース
着床具を12個重ねた束を10本
入れ、着床具架台にセット。

サンゴ種苗

海底に孔を空け、
接着剤を入れる 差し込んで固定する着床後約1年の

サンゴ種苗

＜着床具仕様＞
直径：40mm
高さ：40mm
重量：約50g

現況調査
サンゴ礁分布、稚サンゴ分布、海流、生息環境
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